
【別 紙】 
祓川水系伊良原ダム建設事業に係る環境影響評価書 

に対する国土交通大臣意見 
 
 祓川水系伊良原ダム建設事業は、祓川水系祓川に伊良原ダムを建設することにより、祓川沿川の
水害の防除、同沿川の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持並びに福岡県田川地区及び京築地
区の水道用水を供給するものである。 
 
 本事業については、付替道路等の改変面積を極力減少させる等、環境影響の低減に向けた取り組
みが見られるところであるが、より一層の環境保全の見地から、以下の意見を述べるものである。 
 
Ⅰ．送付された環境影響評価書についての国土交通大臣意見は、以下のとおりである。 
 
１．環境保全措置の実施にあたっては、環境保全技術の開発の進展等に鑑み、実行可能な範囲内
で新技術を取り入れること。 
 
２．事後調査等の実施に当たっては、その結果が保全対象動植物の生態に関する科学的知見の基
礎資料として活用できるよう実行可能な範囲内で配慮すること。 
 
３．今後、事業実施に伴い必要となる環境に関する調査及び対策等については、内容及び費用を
公表すること。 
 
 
Ⅱ．環境大臣意見を踏まえた国土交通大臣意見は、以下のとおりである。 
 
１．コキクガシラコウモリについて 
  コキクガシラコウモリの環境保全措置として行う掘削坑については、コキクガシラコウモリ
の生態を踏まえ、地質や周辺の植生、洞窟の形状及び気温・湿度等の生息条件に配慮しつつ、
適切に整備するとともに、ねぐらとして確認された横抗が全て消失することから事後調査を行
うこと。また、その旨を評価書に記載すること。 
 
２．カエル類等について 
  支川の流入する貯水池の緩傾斜部及び貯水池上端部周辺にカエル類等の環境保全措置として
整備する湿地については、土砂の堆積及び植物の繁茂等により湿地環境が遷移するおそれがあ
ることから、湿地が保全対象種の生息環境として維持されるよう、必要に応じて適切な管理を
行うこと。また、その旨を評価書に記載すること。 

 
３．ダム下流の生態系について 
  ダム下流の河川流況の平準化及び流出土砂の減少等により、ダム下流河川においては河岸の
水際より高い位置における植物の生育環境の変化やダム直下の一部区間での生息環境の変化が
想定されることから、ダムの管理にあたってはダム下流部への影響を低減する措置を検討する
こと。 


